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平成 27年 3月    
東北大学史料館   
真 野 明 
Akira Mano 
 
東北大学災害科学国際研究所 教授 
 
学歴 
昭和47年3月 東北大学工学部土木工学科 卒業 
昭和47年4月 東北大学大学院工学研究科修士課程土木工学専攻進学 
昭和49年3月 同修了 
昭和49年4月 東北大学大学院工学研究科博士課程後期3年の課程土木工学専攻進学 
昭和52年3月 同退学 
昭和55年3月 東北大学大学院工学研究科博士課程後期3年の課程土木工学専攻修了 
 
取得学位   修士・博士 
 
略歴 
昭和52年4月 東北大学工学部助手 
昭和56年7月 東北大学工学部講師昇任 
昭和57年9月 カリフォルニア工科大学 客員研究員（昭和58年8月迄） 
平成 3年1月 東北大学工学部助教授に昇任 
平成10年4月 東北大学大学院工学研究科附属災害制御研究センタ  ー 教授 
平成11年4月 災害制御研究センター長（平成14年3月迄） 
平成18年4月 東北大学大学院工学研究科附属災害制御研究センター長（平成20年3月迄） 
平成24年4月 東北大学災害科学国際研究所 教授 
平成27年3月 東北大学 定年退職 
 
 
専門分野 
水理学、海岸工学、河川工学、水文学、環境工学、災害科学 
 
研究課題 
 
津波の湾水振動、陸上遡上、数値解析に関する研究 
高精度汎用降雨‐流出モデルSuper Tankの開発 
河川および海岸における土砂輸送の調査解析 
河口平衡地形に関する研究 
海食崖の侵食特性に関する研究 
バングラデシュの地下水ヒ素汚染機構と安全な水資源探索に関する研究 
熱帯アンデス氷河の融解流出および将来予測に関する研究 
2011年大津波に関する調査研究 
 
学術受賞 
昭和54年 日本港湾協会論文賞 
平成14年 インドネシア高等教育支援(HEDS SST)に対する最良の貢献 
平成15年 土木学会東北支部技術開発賞 
平成26年 東北大学工学研究科長賞 
平成27年 土木学会特別表彰 
 
学内活動 
平成18年4月 東北大学工学部入試検討委員会委員長（平成20年3月迄） 
平成24年4月 東北大学教育研究評議員（平成25年3月迄） 
平成24年4月 東北大学工学研究科国際交流室長（平成25年3月迄） 
 
学会活動 
平成23年3月 東日本大震災に関する東北支部学術合同調査委員会委員長（平成27年3月迄） 
平成24年5月 土木学会東北支部長（平成25年5月迄） 
著書  Books 
 
1. 土木学会水理委員会水理公式集例題集編集小委員会, 「水理公式集例題集」, 土木学会, 
1988 
2. Abukuma River,Source-to-Sink Sedimentary Cascades in Pacific Rim Geo-Systems, 
Edi. T. Marutani, G.J. Brierley, N.A. Trustrum and M. Page, 44-53, 2001. 
3. 真野 明, 共著, 日本自然災害学会監修, 土岐憲三編集「防災事典」, 海岸災害( 移動限
界, 河口閉塞, 浸食海岸, 掃流漂砂, 堆積海岸 ) 築地書館, 2002. 
4. 澤本正樹, 真野 明, 田中仁編, 「日本の河口」, 古今書院, 第 13 章阿武隈川, 澤本正
樹共著, pp.123-133, 2010年 3月 
5. 真野 明, 田中仁, 風間聡, 梅田信, 「水理学入門」, 共立出版, pp.189, 2010. 
6. 真野 明, 「図説 日本の海岸」柴山知也, 茅根 創編, 朝倉書店, 8. 松島, pp. 28-29, 
2012 
7. 真野 明, 「全世界の河川事典」高橋裕, 寶薫, 野々村邦夫等編, 丸善出版, 宮城県（大
谷川,追波川,田代川,二股川,鱒淵川）, 2012 2013.7 (H23) 
8. 真野 明, 有働恵子, 田中仁, 「東日本大震災を分析する第 1 巻」, 総数 288 頁, 株式
会社明石書店, pp.154-164, 2013  
9. 建設技術者のための東北地方の地質,社団法人東北建設協会,建設技術者のための東北
地方の地質編集委員会, 第 7編災害と地質,7.7海岸浸食, pp.308-313, 2006 
10. 東日本大震災に関する東北支部学術合同調査委員会, 「東日本大震災に関する東北支部
学術調査委員会報告書」, 土木学会東北支部, 2014 
 
 
解説 
 
1. 砕波のモデル化, 土木学会海岸工学委員会研究現況レビュー小委員会編「海岸波動」,
土木学会, (1994) pp.79-87，1994 
2. 津波防災対策, 水工学に関する夏期研修会講義集， 土木学会, B.1.1-B.1.12, 1986. 
Tsunami disaster mitigations, Lecture notes of the 22th Summer Seminar on 
Hydraulic Engineering, Course B, Coastal Engineering Committee, JSCE, 
B.1.1-B.1.12, 1986 
3. 砕波の計算法, 水工学に関する夏期研修会講義集，土木学会, B7.1-B.7.13, 1993. 
Computation method for breaking waves, Lecture notes of the 29th Summer 
Seminar on Hydraulic Engineering, Course B, Coastal Engineering Committee, 
JSCE, B7.1-B.7.13, 1993 
4. 海食崖の侵食特性―福島海岸の場合―, 水工学に関する夏期研修会講義集, 土木学会, 
B.2.1－B.2.18, 2001 
5. 真野 明, 「季刊河川レビュー」, 巨大津波からの避難を妨げたもの（特集検証, 東日
本大震災）, 41(1), 新公論社, p. 13-19, 2012 
 
 
調査報告書 
 
1. 阿武隈川河口周辺の土砂環境, 澤本正樹編, 日本の河口, 平成 7-9 年度科学研究費補助
金基盤研究(A)(1)研究成果報告書（課題番号 07305019）, 「全日本比較河口学の展開」, 
pp.49-63, 1998 
2. 1998年南東北, 北関東の集中豪雨災害に関する調査研究, 平成 10年度科学研究費補助
金（基盤研究(B)(1)）研究成果報告書, pp．258, 1999. 
3. 真野 明, 編, フランスにおける水害調査等報告書-2000～2001 年洪水-, 河川環境管
理財団発行, 2002 
 
 
 
 
学術論文 
 
1. 岩崎敏夫, 真野 明, 長谷川明, 前原隆生, 長周期波による矩形湾内の振動と湾口条
件,海岸工学講演会論文集, 20, pp.167-171, 1973 
2. 岩崎敏夫, 真野 明, 小杉達郎, 孤立性段波のソリトン分裂に関する研究, 海岸工学
講演会論文集, 22, pp.47-51, 1975 
3. 岩崎敏夫, 真野 明, 瀧森 勉, 三陸沖における巨大地震に伴う津波の数値モデル, 
海岸工学講演会論文集, 22, pp.53-58, 1975 
4. 岩崎敏夫, 真野 明, 三陸沖の断層地震による大津波の追算, 海岸工学講演会論文
集,23, pp.443-447, 1976 
5. 岩崎敏夫, 真野 明, 前原隆生, 釜石・両石両湾を含む水域における津波の挙動に関
する研究, 海岸工学講演会論文集, 23, pp.448-453, 1976 
6. 真野 明, 海底変動と発生津波の関係に関する数値計算, 海岸工学講演会論文集,24, 
pp.60-64, 1977 
7. 岩崎敏夫, 真野 明, 足立有平, 湾奥における津波遡上高, 海岸工学講演会論文集,24, 
pp.69-73, 1977 
8. 真野 明, 線型長波の変形について－システム関数を用いた解法, 海岸工学講演会論
文集, 25, pp.123-127, 1978 
9. 岩崎敏夫, 真野 明, オイラー座標による二次元津波遡上の数値計算, 海岸工学講演
会論文集, 26, pp.70-74, 1979 
10. 岩崎敏夫, 真野 明, 西宮宣昭, ２次元津波遡上数値モデルの水理実験による検討, 
海岸工学講演会論文集, 28, pp.79-83, 1981 
11. 岩崎敏夫, 真野 明, 荒井 唯, 綾里湾における津波の数値解析, 海岸工学講演会論
文集, 28, pp.79-83, 1981 
12. 岩崎敏夫, 真野 明, 荒井 唯, 吉田行伸, 引波を含む津波の一次元遡上に関する実
験的研究, 海岸工学講演会論文集, 29, pp.80-84, 1982 
13. A. Mano, Amplification of linear long waves in bays, Tsunamis-Their Science and 
Engineering, pp.329-337, 1982 
14. 岩崎敏夫, 真野 明, 中村武弘, 堀越伸幸, 潜堤のマウンド材およびプレパックド堤
に作用する定常流流体力に関する実験的研究 , 海岸工学講演会論文集 , 31, 
pp.527-531, 1984 
15. 永富政治司, 後藤智明, 真野 明, ソリトン波列の砕波変形に関する実験, 海岸工学
講演会論文集, 32, pp.41-45, 1985 
16. 南 将人, 真野 明, ソリトン波列の砕波後の波速に関する研究, 海岸工学講演会論
文集, 33, pp.71-75, 1986 
17. 加藤聡也, 真野 明, 陸上を遡上する波の先端付近の流速測定, 海岸工学講演会論文
集, 33, pp.76-79, 1986 
18. 真野 明, 加藤聡也, 段波の陸上遡上時の摩擦特性, 海岸工学講演会論文集, 34, 
pp.16-20, 1987 
19. 南 将人, 真野 明, ソリトン波列の砕波後の変形過程, 海岸工学講演会論文集, 34, 
pp.56-60, 1987 
20. 石井義裕, 真野 明, 津波防波堤開口部の流れの特性, 海岸工学講演会論文集,34, 
pp.182-186, 1987 
21. 真野 明 , 加藤聡也 , 流速分布を考した波先端の特性曲線解 , 土木学会論文集 , 
387/II-8, pp.273-280, 1987 
22. 真野 明 , 南 将人 , 緩斜面上のソリトン波列の砕波変形 , 土木学会論文集 , 
399/II-10, pp.213-220, 1988 
23. 真野 明, 加藤聡也, 入射段波の陸上遡上, 土木学会論文集, 417/II-13, pp.229-236, 
1990 
24. 真野 明, 神尾成也, 相関法による砕波気泡混入領域の流動解析, 土木学会論文集, 
423/II-14, pp.171-180, 1990 
25. 真野 明, 後藤光亀, 貯水池の手作り自動観測システムと水温分布特性, 水工学論文
集, 35, pp.351-357, 1991 
26. 真野 明, 沢本正樹, 長尾昌朋, 富樫健一, 阿武隈川河口砂州の変形特性, 海岸工学
論文集, 40, pp.486-490, 1993 
27. A. Mano, Boundary layer developed near surging front, Coastal Engineering in 
Japan, 37（1）, pp.23-40, 1994 
28. 真野 明, 沢本正樹, 河上伸生, 阿武隈川河口周辺の土砂移動量評価, 海岸工学論文
集, 41, pp.451-455, 1994 
29. 真野 明, 杉木基泰, 洪水用簡易浮遊砂採水器の試作と現場試験, 水工学論文集, 39, 
pp.887-890, 1995 
30. A. Mano, S. Diposaptono, Wave field in the efflux of river water, Coastal Dynamics 
'95, pp.185-196, 1995 
31. 真野 明, 林 吉近, 沢本正樹, 阿武隈川河口テラスと砂州の干渉作用, 海岸工学論
文集, 42, pp.576-580, 1995 
32. 河西義人, 真野 明, 可視化による砕波帯の流速測定と修正段波モデルの提案, 海岸
工学論文集, 42, pp.126-130, 1995 
33. 岡 丈浩, 真野 明, 後藤光亀, 貯水池における酸素の消費・生産特性, 水工学論文集, 
40, pp.25-30, 1996 
34. 真野 明, ムハマド・ハサヌディン, 沢本正樹, 沿岸漂砂量公式に用いる年平均波,海
洋開発論文集, 12, pp.55-59, 1996 
35. 鈴木成典, 真野 明, 福島海岸における波浪と海食崖の応答解析, 海洋工学論文集, 
43, pp.561-565, 1996 
36. 北條鉄也, 真野 明, 粒子追跡法による砕波帯の表面流速測定, 海洋工学論文集, 43, 
pp.46-50, 1996 
37. 佐藤芳信, 真野 明, 沢本正樹, 阿武隈川河口の流送土砂, 海洋工学論文集, 43, 
pp.621-625, 1996 
38. 市毛輝和, 八代義信, 真野 明, 阿武隈川における 1996 年 17 号台風の出水解析, 地
球環境シンポジウム講演集, 5, pp.203-208, 1997 
39. 杉木基泰, 佐藤芳信, 真野 明, 阿武隈川から海域への流出土砂の観測と解析, 地球
環境シンポジウム講演集, 4, pp.169-174, 1996 
40. A. Mano, M. Sugiki, Sato Y, Observations and analyses of fine grains in flood flows 
at the Abukuma River mouth, Journal of Global Environmental Engineering, 3,  
pp.53-63, 1997 
41. 八代義信, 真野 明, 浸透を考慮した阿武隈川流域の流出解析, 水工学論文集, 41, 
pp.185-190, 1997 
42. 杉木基泰, 真野 明, 阿武隈川における細粒土砂の観測と時空間分布, 水工学論文集, 
41, pp.783-788, 1997 
43. J. Hamada, A. Mano, Three dimensional flow field measurement of breaking wave, 
Coastal Dynamics ’97 (ASCE), pp.265-274, 1997 
44. 井藤由親 , 真野  明 , 河口砂州周辺の海水侵食 , 海洋開発論文集 , 13, 
pp.681-685,1997 
45. 真野 明, 杉木基泰, 前川勝朗, 最上川流域の雪融け出水に伴う懸濁物質の輸送, 水
文・水資源学会誌, 10（5）, pp.407-415, 1997 
46. 福士大介, Subandono Diposaptono, 真野 明, 沢本正樹, 河口における大規模カスプ
地形の生成機構, 海洋開発論文集, 14, pp.203-208, 1998 
47. 佐藤芳信, 真野 明, 沢本正樹, 阿武隈川河口沖合いにおける土砂堆積特性, 海岸工学
論文集, 45, pp.611-615, 1998 
48. スバンドノ・ディポサポトノ, 真野明, インドネシア, アチェ川河口周辺の海浜流解
析,海洋開発論文集, 14, pp.107-112, 1998 
49. 長林久夫, 真野 明, 小林紀幸, 阿武隈川における出水時の水質特性に関する検討, 
河道の水理と河川環境に関するシンポジウム論文集, 4, pp.231-236, 1998 
50. 小川 かおり, 真野 明, 前川 勝朗, 衛星データを用いた白川ダム集水域の融雪出水
の評価, 地球環境シンポジウム講演論文集, 6, pp.323-328, 1998 
51. 小川 かおり, 真野 明, 前川 勝朗, 白川ダム集水域の融雪出水の評価, 水工学論文集, 
43, pp.49-54, 1999 
52. A. Mano, S. Suzuki, Erosion characteristics of sea cliff on the Fukushima coast, 
Coastal Engineering Journal, 41(1), pp.43-63, 1999 
53. 小川かおり, 真野  明, 前川勝朗, 最上川流域の融雪期における物質輸送, 地球環境
シンポジウム, 7, pp.55-60, 1999 
54. 吉田功, 市毛輝和, 真野 明, 今村文彦, 1998年８月末の豪雨に対する阿武隈川上流部
での流出解析, 地球環境シンポジウム, 7, pp.61-66, 1999 
55. Subandono Diposaptono, 真野  明, 河口砂州周辺の海浜流計算モデル, 海岸工学論
文集, 46, pp.216-220, 1999 
56. Akira Mano, Michio Takahashi, Fumihiko Imamura, Hisao Nagabayashi, The 
August 1998 Flood disaster in the Abukuma River basin, Journal of Natural 
Disaster Science, 22(1), pp.1-10, 2000 
57. 琴浦 毅, 真野 明, 地表および地下流に対する擬似３次元洪水流出モデル, 水工学
論文集, 45, pp.121-126, 2001 
58. 堀場千夏子, 真野 明, 林 誠二, 長江上流部における洪水流出解析, 第 9 回地球環
境シンポジウム, pp.7-12, 2001 
59. 南 将人 , 真野 明 , 人工リーフ・潜堤の施工事例調査 , 海洋開発論文集 , 17, 
pp.229-234, 2001 
60. 南 将人, 真野 明, 潜堤開口部周辺の地形変化に関する研究, 海岸工学論文集, 48, 
pp.951-955, 2001 
61. 金野 修, 真野 明, 出水時・非出水時における阿武隈川河口での栄養塩濃度特性, 
第 9回地球環境シンポジウム, pp.291-296, 2001 
62. 琴浦 毅, 真野 明, 連続式分解型地下水浸透計算モデルにおける安定性と精度の検
討,水工学論文集, 46, pp.169-174, 2002 
63. 真野 明, 深見和彦, 渡邊康玄, 多々納裕一, 渡口正史, ヨーロッパの 2000-2001 年
冬期気候とフランスブルターニュ地方の水害特性, 自然災害科学, 21(3), pp.245-258, 
2002 
64. 金野 修, 真野 明, 阿武隈川河口での窒素・リンの輸送特性, 第 10回地球環境シン
ポジウム講演論文集, pp.29-34, 2002 
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